


































































作品及び芸術作品の無断複製に対する所有権保護に関する法律」 Gesetz zum Schutze des 






































































































































































































































の無断複製事件（1855年）がある。これは、ミュンヘンを拠点とする芸術商の Piloty ＆ Löhle
が、ピナコテークとバイエルンルートヴィヒ王の私的収集品の絵画をもとに、王の許可を得た上
で、リトグラフによる複製及びその作品集を製作したが、ライプティヒを拠点とする A. H. 
Payne がそれらリトグラフをさらに鋼版画で複製し作品集にしたものを出版したことについて、
Payne が Piloty ＆ Löhle のリトグラフを違法に複製したものとして、バイエルンおよびザクセン
で訴追されたものである。バイエルンでは Piloty と Löhle の主張が認められたが、ザクセンでは
独立した考案が見られないとして否定された。






ンのルートヴィヒ王が所蔵する Wilhelm von Kaulbach 作『ティトゥスによるエルサレム破壊（„die 
Zerstörung Jerusalems durch Titus“）』を、ミュンヘン在住の銅版画家 Merz が銅版画によって適法
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